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1.  ごあいさつ

　大洋興業 株式会社は、各種プラント建設における電気・計装工事の設計・施工からメンテナンスまで、

一貫したサービスを提供するプラント・エンジニアリング企業として、広く社会に貢献しています。

　これらの企業活動のあらゆる面で地域環境の保全に努めています。

今後も環境負荷の一層の低減を図るべく積極的かつ継続的に改善活動に努めます。 

2.  環境経営方針

基本方針

　当社の事業活動における環境負荷の低減を図るために環境保全活動を推進し、社会への貢献に取り組む。 

また、これを通じて地球環境の保全に寄与して行く。 

スローガン

1） 環境経営システムを維持し、継続的に改善していきます。

2） 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

3） 二酸化炭素排出量の削減を推進します。（電力、ガソリン、軽油、灯油）

4） 廃棄物の削減とリサイクルを推進します。

5） 水使用量の削減を推進します。

6） 環境に配慮した施工を推進します。

7） 本方針を全従業員に周知徹底します。 
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「少しずつ できる事から　まず実行　家庭と職場で　環境保全」

制定日 ： 2020年7月20日

大洋興業 株式会社

代表取締役　原田　公弘



3.  組織の概要

（1） 事業者名及び代表者名

大洋興業 株式会社　代表取締役　原田　公弘

（2） 本　社及び支店所在地

兵庫県姫路市広畑区東新町3丁目103番地

福岡県北九州市八幡西区屋敷1丁目3-23

山口県光市浅江5丁目11番11号

山口県周南市野村3丁目2-45

広島県福山市東手城町4丁目12番5号

岡山県笠岡市茂平981

東京都千代田区神田司町二丁目15番地4　第二進盛ビル4階

兵庫県姫路市広畑区東新町3丁目103番地

大阪府大阪市城東区鴎野西2丁目11番6号

大洋興業　大阪ビル

兵庫県神戸市兵庫区笠松通7丁目3番4号

　ピアさんばしビル3Ｆ

大分県大分市向原西１丁目6番35号

兵庫県神戸市長田区神楽町2丁目3-1

計 12サイト

2

神戸支店
〒652-0864

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業部 〒870-0905

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業部
/長田事務所

〒653-0836

東京支店 〒101-0048

関西支店 〒671-1121

関西支店
/大阪事務所

〒536-0014

光支店
/徳山事務所

〒743-0022

福山支店 〒721-0962

福山支店
/回転機整備センター

〒714-0062

光支店 〒743-0021

EA21認証対象サイト

本　社 〒671-1121

八幡支店 〒806-0006



兵庫県姫路市広畑区富士町１番地

　日本製鉄（株）瀬戸内製鉄所 広畑地区構内

福岡県北九州市戸畑区飛幡町1-1

　日本製鉄（株）九州製鉄所 八幡地区 戸畑構内

福岡県北九州市八幡東区前田1520-1

　日本製鉄（株）九州製鉄所 八幡地区 八幡構内

福岡県北九州市八幡西区黒崎城石1-1

　三菱ケミカル（株）福岡事業所内

福岡県北九州市若松区北湊町13-2

　日揮触媒化成（株）北九州事業所内

山口県光市大字島田3434番地

　日鉄ステンレス（株）光製造所構内

山口県周南市野村南町4976番地

　日鉄ステンレス（株）周南製鋼所構内

広島県福山市鋼管町1番地

　JFEスチール（株）西日本製鉄所 福山地区構内

岡山県笠岡市鋼管町1番地

　JFEスチール（株）西日本製鉄所 福山地区構内

愛知県東海市東海町5丁目3番地

　日本製鉄（株）名古屋製鉄所 構内

大分県大分市西ﾉ洲１番地

　日本製鉄（株）九州製鉄所 大分地区構内

兵庫県加古川市金沢町1番地

（株）神戸製鋼所 加古川製鉄所 構内

計 12ｻｲﾄ

（3） 環境管理責任者

環境管理責任者 松永　秀之  079-236-3321

 079-239-5655

hideyuki.matsunaga@taiyo21.com

環境事務局 深山　幸信 yukinobu.miyama@taiyo21.com

（4） 事業内容

各種プラントにおける電気設備等の設計・製作・工事施工・システム構築・

メンテナンス、設計者派遣
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TEL ：

FAX ：

E-mail ：

E-mail ：

名古屋支店
〒476-0015

大分支店
〒870-0902

関西支店
/加古川事務所

〒675-0137

光支店/日鉄ステンレス
周南構内事務所

〒746-8666

福山支店/
JFE福山構内事務所

〒721-0931

福山支店/
JFE笠岡構内事務所

〒714-0063

八幡支店/三菱ｹﾐｶﾙ
福岡構内事務所

〒806-0004

八幡支店/日揮触媒化成
九州事業所構内事務所

〒808-0027

光支店/日本製鉄
光構内事務所

〒743-8550

八幡支店/日本製鉄
八幡構内事務所

〒805-0058

EA21認証対象外サイト （顧客先のEMS傘下で活動中)

広畑支店
〒671-1123

八幡支店/日本製鉄
戸畑構内事務所

〒804-0002

mailto:hideyuki.matsunaga@taiyo21.com
mailto:yukinobu.miyama@taiyo21.com


（5） 事業の規模

設　立 昭和8年10月

資 本 金 1億2,970万円

特定 建設業許可 国土交通大臣　許可（特 － 3）第292号（電気工事業）

一般 建設業許可 国土交通大臣　許可（般 － 3）第292号（電気通信工事業）

完成工事高 79億2，400万円（2022年度実績）

（単位：百万円）

（6）人員及び施設規模 （2023年7月31日 現在）

EA21認証対象サイト

　本 社 21 人 ｍ2 ｍ2

　八幡 支店 7 人 ｍ2 ｍ2

　光 支店 7 人 ｍ2 ｍ2

　光 支店/徳山事務所 12 人 ｍ2 ｍ2

　福山 支店 15 人 ｍ2 ｍ2

　福山 支店/回転機整備ｾﾝﾀｰ 12 人 ｍ2 ｍ2

　東京 支店 8 人 ｍ2 ｍ2

　関西 支店 5 人 ｍ2

　関西 支店/大阪事務所 20 人 ｍ2 ｍ2

　神戸 支店 50 人 ｍ2 ｍ2

　エンジニアリング事業部 7 人 ｍ2 ｍ2

　エンジニアリング事業部/長田事務所 3 人 ｍ2 ｍ2

167 人 ｍ2 ｍ2
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240.12 1090.28

97.58 -

合　計（対象サイト） 4148.96 7962.22

692.70 （本社ビルと共用）

831.59 156.52

188.60 201.00

236.57 1467.90

152.32 2366.15

153.92 201.32

415.88 241.44

210.35 915.12

215.22 826.59

本　社 ・ 支　店 ・ 事業部 従業員 延床面積 敷地面積

714.11 737.34
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EA21認証対象外サイト

　広畑 支店 44 人 ｍ2 ｍ2

　八幡 支店/日本製鉄 戸畑構内事務所 5 人 ｍ2 ｍ2

　八幡 支店/日本製鉄 八幡構内事務所 3 人 ｍ2 ｍ2

　八幡 支店/三菱ケミカル 福岡構内事務所 5 人 ｍ2 ｍ2

　八幡 支店/日揮触媒化成 九州事業所構内事務所 5 人 ｍ2 ｍ2

　光 支店/日本製鉄 光構内事務所 19 人 ｍ2 ｍ2

　光 支店/日鉄ステンレス 周南構内事務所 5 人 ｍ2 ｍ2

　福山 支店/JFE福山構内事務所 22 人 ｍ2 ｍ2

　福山 支店/JFE笠岡構内事務所 0 人 ｍ2 ｍ2

　名古屋 支店 50 人 ｍ2 ｍ2

　大分 支店 42 人 ｍ2 ｍ2

　関西 支店/加古川事務所 10 人 ｍ2 ｍ2

210 人 ｍ2 ｍ2

（7） 事業年度 8月～翌年７月

4.  認証・登録の対象範囲

大洋興業 株式会社

P2　３.組織の概要（2）を参照

　　　　　活動 ：
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登録組織名 ：

対象事業所 ：

各種プラントにおける電気設備等の設計・製作・工事施工・システム構築
・メンテナンス、設計者派遣

897.43 -

268.54 -

合　計（対象サイト外） 5049.10 8853.23

958.65 -

66.08 2186.24

1571.51 3118.50

30.00 -

539.60 874.00

140.29 293.49

36.00 -

12.00 -

30.00 -

支　店 従業員 述床面積 敷地面積

499.00 2381.00



5.  環境経営システム組織

＜本　社＞ ＜支　店 ・ 事業部＞

　八幡　支店

　光　支店

　光　支店/徳山事務所

　福山　支店

　福山　支店/回転機整備ｾﾝﾀｰ

　東京　支店

　関西　支店

　関西　支店/大阪事務所

　神戸　支店

　ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業部

　ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業部/長田事務所

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、費用、時間を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成と環境活動の実績集計

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・特定された項目の手順書作成（緊急事態への対応を含む）

・環境経営レポートの作成

・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の運用管理（緊急事態への対応手順の作成）

・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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最高責任者
（代表取締役）

環境管理責任者

環境事務局

部署推進者
（支店長・事業部長）

全従業員

部署推進者

部署推進者

部署推進者

部署推進者

職　名 役　割 ・ 責　任 ・ 権　限

部署推進者

最高責任者
代表取締役

本　社 ・ 支　店 ・ 事業部 推進者

　本社 部署推進者

環境管理責任者
部署推進者

部署推進者

部署推進者

環境事務局
部署推進者

部署推進者

部署推進者



6．環境経営計画

【重点実施項目】

・冷暖房機器は適切な温度で使用する。

　（室内温度：夏季:冷房28℃、冬季:暖房20℃を奨励）

・クールビズ、ウォームビズの実施。

・サーキュレータを設置し空気の循環をする。

・不要の照明は消灯に努める。

・OA機器は使用しないとき、待機・省電力モードにする。

・アイドリングストップを心がける。

・急発進、急停止は極力行わない。

・タイヤの空気圧を適正に保つ。

・経済速度で運転する。

・無駄な荷物を積まない。

・アイドリングストップを心がける。

・急発進、急停止は極力行わない。

・タイヤの空気圧を適正に保つ。

・経済速度で運転する。

・無駄な荷物を積まない。

・室温温度の適正化。

・部屋解放の禁止。

・不在時点火の抑制。

・可燃廃棄物（紙くず、紙コップ、茶殻 等）の分別回収をする。

・社内資料は両面印刷、白黒印刷を推進。

・不燃廃棄物（金属類・廃プラ類・廃ガラス・廃油・木製パレット等）

　の分別回収をする。

・新聞紙、雑誌、発砲スチロールは、指定場所に回収する。

・節水に務める。

・こまめに蛇口を閉め、効率的に水を使用する。

・清掃時、手洗い時の節水。

・環境配慮施工の推進。

・工事分野別の技術やノウハウの収集。

・分別によるリサイクル推進。

・仮設資材の再利用の推進。
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産業廃棄物の削減 当該支店長

　水使用量の削減 当該支店長

環境に配慮した施工の推進
（建設リサイクル率の向上）

当該支店長

軽油使用量の削減 当該支店長

灯油使用量の削減 当該支店長

一般廃棄物の削減 当該支店長

　　ガソリン使用量の削減 当該支店長

取組目標項目 活動内容 責任者

　電力使用量の削減 当該支店長



7.  環境経営目標及びその実績

中期目標（全社）

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ.

　（Ⅳ注） ◆施工現場で発生した産業廃棄物のリサイクル向上や、資材の歩留まり率の向上などの取組みの事
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全案件
施工の推進 対基準 実績２６件 取組開始

環境に配慮した (件) 実績不明 実態調査 目標設定
全案件

1,359.2

対基準 - △1.0% △1.5% △2.0% △2.5%

水使用量削減 (㎥) 1,394.0 1,380.1 1,373.1 1,366.1

16,608.2

排出量削減 対基準 - △1.0% △1.5％ △2.0% △2.5%

産業廃棄物 (㎏) 17,034.0 16,863.7 16,778.5 16,693.3

3,324.8

排出量削減 対基準 - △1.0% △1.5% △2.0% △2.5%

一般廃棄物 (kg) 3,410.0 3,375.9 3,358.9 3,341.8

△2.5%

廃棄物削減

LPGの基準年は
2021年度とする

対基準 - △1.0% △1.5% △2.0%

141.1

(kg-CO2) 434.13 429.8 427.6 425.4 423.3

LPG使用量削減 (L) 144.71 143.3 142.5 141.8

1,413.0

対基準 - △1.0% △1.5% △2.0% △2.5%

(kg-CO2) 1,449.20 1,434.7 1,427.5 1,420.2

△2.5%

灯油使用量削減 (L) 582.00 576.2 573.3 570.4 567.5

対基準 - △1.0% △1.5% △2.0%

4,759.1

(kg-CO2) 12,593.2 12,467.3 12,404.3 12,341.3 12,278.4

軽油使用量削減 (L) 4,881.1 4,832.3 4,807.9 4,783.5

45,285.4

対基準 - △1.0% △1.5% △2.0% △2.5%

(kg-CO2) 46,446.6 45,982.1 45,749.9 45,517.7

△2.5%

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 (L) 20,020.1 19,819.9 19,719.8 19,619.7 19,519.6

対基準 - △1.0% △1.5% △2.0%

274,745.3

(kg-CO2) 128,101.0 126,820.0 126,179.5 125,539.0 124,898.5

電力使用量削減 (kWh) 281,790.0 278,972.1 277,563.2 276,154.2

　　　　　　　　　　　　　　年　度

　項目

2019年度
基準年度

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

184,298.5

排出量削減 対基準 - △1.0% △1.5% △2.0% △2.5%

二酸化炭素 (kg-CO2) 189,024.1 187,133.9 186,188.8 185,243.7



8.  環境経営計画の取組結果

（1）２０２２年度実績（全社）

全社

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ.

※１ 電力の二酸化炭素の排出量への算出には、各支店・事業所の調整後排出係数ｋｇ-CO2/KWｈを使用。

※2 評価欄にて、「○：達成（100％以上）、△：やや未達成（90％～100％）、×：未達成（89％未満）」

※3 暖房用の灯油の使用は全廃した。
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〇
施工の推進 対基準 - - -

環境に配慮した (件) 実績不明 全案件 全案件
定量化できず

〇
対基準 - △2.0% △13.6%

水使用量削減 (㎥) 1,394.0 1,366.1 1,204.0
113.5%

86.3% ×
排出量削減 対基準 - △2.0% 13.5%

- △2.0% △11.6%

産業廃棄物の (kg) 17,034.0 16,693.3 19,335.0

評価

一般廃棄物 (kg) 3,410.0 3,341.8 3,015.0
110.8% 〇

排出量削減 対基準

廃棄物排出量 基準値 目標 実績 達成度

〇(kg-CO2) 434.13 429.8 357.0

対基準 - △1.0% △17.8%

LPG使用量削減
（2021年度より計

測開始）

(kg) 144.71 143.3 119.0

120.4%

1,420.2 0.0

対基準 - △2.0% -

灯油使用量削減
（暖房用）

(L) 582.0 570.4 0.0

灯油の使用廃止
（暖房用） -(kg-CO2) 1,449.2

×(kg-CO2) 12,593.2 12,341.3 16,805.0

対基準 - △2.0%

軽油使用量削減

(L) 4,881.1 4,783.5 6,514.0

73.4%

33.5%

△(kg-CO2) 46,446.6 45,517.7 50,081.8

対基準 - △2.0%

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 (L) 20,020.1 19,619.7 21,587.0

90.9%

7.8%

△※１ (kg-CO2) 128,101.1 125,539.1 129,919.6

対基準 - △2.0%

電力使用量削減 (kWh) 281,790.0 276,154.2 288,642

95.7%

2.4%

△
排出量削減 対基準 - △2.0% 4.3%

二酸化炭素 (kg-CO2) 189,024.1 185,243.6 197,163.0
94.0%

項　目 基準値 目標 実績 達成度 評価

年　度 2019年
8月～翌7月

合計

2022年度実績

（2022年8月～翌7月）合計



（2）認証対象サイトの２０２2年度の実績

本　社

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ.

※１ 電力の二酸化炭素の排出量への算出には、 の2019年実績値の調整後排出係数

ｋｇ-CO2/KWｈを使用。

※2 評価欄にて、「○：達成（100％以上）、△：やや未達成（90％～100％）、×：未達成（89％未満）」

※3 本社では、灯油（暖房用）の使用はありません。

※4 2021年から軽油の使用についても計上いたします。
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関西電力（株）

0.318

-
施工の推進 対基準 - - -

環境に配慮した (件) 実績不明 全案件 全案件
定量化できず

〇
対基準 - △2.0% △13.2%

水使用量削減 (㎥) 190.0 186.2 165.0
112.8%

一般廃棄物 (kg) 358.8 351.7 271.5
129.5% 〇

排出量削減

排出量削減 対基準

対基準 - △2.0% △24.4%

産業廃棄物 (㎏)

廃棄物排出量 基準値 目標 実績

(kg-CO2)

対基準

達成度 評価

△2.0% 22.9%

灯油使用量削減 (L)

79.7% ×(kg-CO2) 520.13 509.73 639.3

軽油の基準年は
2021年とする

対基準 -

軽油使用量削減 (L) 201.60 197.6 247.8

〇(kg-CO2) 2,782.4 2,726.7 1,341.2

対基準 -

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 (L) 1,199.3 1,175.3 578.1

△2.0% △51.8%

203.3%

電力使用量削減 (kWh) 43,124.0 42,261.5 55,699.0

×※１ (kg-CO2) 13,713.4 13,439.2 17,712.3

対基準 - △2.0% 29.2%

75.9%

二酸化炭素 (kg-CO2) 17,015.9 16,675.6 18,716.0
89.1% ×

排出量削減 対基準 - △2.0% 10.0%

年　度 2019年
8月～翌7月

合計

2022年度実績

（2021年8月～翌7月）合計

項　目 基準値 目標 実績 達成度 評価



八幡　支店

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ.

※１ 電力の二酸化炭素の排出量への算出には、 の2019年実績値の調整後排出係数

ｋｇ-CO2/KWｈを使用。

※2 評価欄にて、「○：達成（100％以上）、△：やや未達成（90％～100％）、×：未達成（89％未満）」

※3 八幡支店では、軽油、灯油の使用及び産業廃棄物排出はありません。
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九州電力（株）

0.370

〇
施工の推進 対基準 - - -

環境に配慮した (件) 実績不明 全案件 全案件
定量化できず

〇
対基準 - △2.0% △59.0%

水使用量削減 (㎥) 144.0 141.1 59.0
239.2%

一般廃棄物 (kg) 233.5 228.8 209.7
109.1% 〇

排出量削減

- -
排出量削減 対基準

対基準 - △2.0% △10.2%

産業廃棄物 (％)

廃棄物排出量

(kg-CO2)

対基準

灯油使用量削減 (L)

(kg-CO2)

対基準

軽油使用量削減 (L)

×(kg-CO2) 2,370.6 2,323.2 3,293.0

対基準 -

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 (L) 1,021.8 1,001.4 1,419.4

△2.0% 38.9%

70.5%

電力使用量削減 (kWh) 5,837.0 5,720.3 6,517.0

×※１ (kg-CO2) 2,159.7 2,116.5 2,411.3

対基準 - △2.0% 11.6%

87.8%

二酸化炭素 (kg-CO2) 4,536.0 4,445.3 5,711.0
77.8% ×

排出量削減 対基準 - △2.0% 25.9%

年　度 2019年
8月～翌7月

合計

2022年度実績

（2022年8月～翌7月）合計

項　目 基準値 目標 実績 達成度 評価



光　支店

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ.

※１ 電力の二酸化炭素の排出量への算出には、 の2019年実績値の調整後排出係数

ｋｇ-CO2/KWｈを使用。

※2 評価欄にて、「○：達成（100％以上）、△：やや未達成（90％～100％）、×：未達成（89％未満）」

※3 光支店では、灯油（暖房用）の使用はありません。
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中国電力（株）

0.585

〇
施工の推進 対基準 - - -

環境に配慮した (件) 実績不明 全案件 全案件
定量化できず

×
対基準 - △2.0% 36.0%

水使用量削減 (㎥) 75.0 73.5 102.0
72.1%

工事内容により
増減する

-
排出量削減 対基準 - △2.0% 959.5%

- △2.0% △7.7%

産業廃棄物 (kg) 84.0 82.3 890.0

評価

一般廃棄物 (kg) 541.6 530.8 499.7
106.2% 〇

排出量削減 対基準

廃棄物排出量 基準値 目標 実績 達成度

〇(kg-CO2) 16.2 15.9 9.9

LPGの基準年は
2021年とする

対基準 - △2.0%

LPG使用量削減 (L) 5.4 5.3 3.3

160.4%

△38.9%

-(kg-CO2) 61.9 60.7 545.7

対基準 - △2.0%

軽油使用量削減 (L) 24.0 23.5 211.5
使用頻度（工事
内容による）によ

り増減する
781.3%

〇(kg-CO2) 4,947.4 4,848.5 4,449.8

対基準 - △2.0%

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 (L) 2,132.5 2,089.9 1,918.0

109.0%

△10.1%

×※１ (kg-CO2) 7,226.5 7,082.0 8,174.2

対基準 -

電力使用量削減 (kWh) 12,353.0 12,105.9 13,973.0

86.6%

△2.0% 13.1%

91.1% △
排出量削減 対基準 - △2.0% 7.6%

基準値 目標 実績 達成度 評価

二酸化炭素 (kg-CO2) 12,252.0 12,007.0 13,180.0

年　度 2019年
8月～翌7月

合計

2022年度実績

（2022年8月～翌7月）合計

項　目



光　支店/徳山事務所

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ.

※１ 電力の二酸化炭素の排出量への算出には、 の2019年実績値の調整後排出係数

ｋｇ-CO2/kWｈを使用。

※2 評価欄にて、「○：達成（100％以上）、△：やや未達成（90％～100％）、×：未達成（89％未満）」

※3 光　支店/徳山事務所では、灯油の使用はありません。
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中国電力（株）

0.585

〇
施工の推進 対基準 - - -

環境に配慮した (件) 実績不明 全案件 全案件
定量化できず

△
対基準 - △2.0% 5.6%

水使用量削減 (㎥) 233.0 228.3 246.0
92.8%

一般廃棄物 (kg) 408.0 399.8 320.0
125.0% ○

排出量削減

52.3% ×
排出量削減 対基準 - △2.0% 87.5%

対基準 - △2.0% △21.6%

産業廃棄物 (㎏) 8,615.0 8,442.7 16,151.0

△2.0% △16.9%

廃棄物排出量 基準値 目標 実績

118.0% 〇(kg-CO2) 418.0 409.6 347.1

対基準 -

達成度 評価

△2.0% △25.3%

LPG使用量削減 (L) 139.3 136.5 115.7

131.2% 〇(kg-CO2) 2,386.5 2,338.8 1,782.8

対基準 -

軽油使用量削減 (L) 925.0 906.5 691.0

〇(kg-CO2) 9,176.6 8,993.0 8,870.1

対基準 -

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 (L) 3,955.4 3,876.3 3,823.3

△2.0% △3.3%

101.4%

電力使用量削減 (kWh) 21,570.0 21,138.6 22,564.0

△※１ (kg-CO2) 12,618.5 12,366.1 13,199.9

対基準 - △2.0% 4.6%

93.7%

二酸化炭素 (kg-CO2) 24,599.0 24,107.0 24,200.0
99.6% △

排出量削減 対基準 - △2.0% △1.6%

年　度 2019年
8月～翌7月

合計

2022年度実績

（2022年8月～翌7月）合計

項　目 基準値 目標 実績 達成度 評価



福山　支店

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ.

※１ 電力の二酸化炭素の排出量への算出には、 の2019年実績値の調整後排出係数

ｋｇ-CO2/kWｈを使用。

※2 評価欄にて、「○：達成（100％以上）、△：やや未達成（90％～100％）、×：未達成（89％未満）」

※3 福山支店では、軽油・灯油（暖房用）の使用を全廃した。
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中国電力（株）

0.585

〇
施工の推進 対基準 - - -

環境に配慮した (件) 実績不明 全案件 全案件
定量化できず

〇
対基準 - △2.0% △18.3%

水使用量削減 (㎥) 82.0 80.4 67.0
119.9%

不定期に出る -
排出量削減 対基準 0.00 △2.0% -

- △2.0% 297.8%

産業廃棄物 (kg) 0.0 0.0 0.0

評価

一般廃棄物 (kg) 97.9 95.9 389.4
24.6% ×

排出量削減 対基準

廃棄物排出量 基準値 目標 実績 達成度

-(kg-CO2) 94.6 92.7 0.0

対基準 - △2.0%

灯油使用量削減 (L) 38.0 37.2 0.0

使用を全廃した

-

-(kg-CO2) 105.8 103.7 0.0

対基準 - △2.0%

軽油使用量削減 (L) 41.0 40.2 0.0

使用を全廃した

-

○(kg-CO2) 18,822.2 18,445.7 7,990.1

対基準 - △2.0%

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 (L) 8,113.0 7,950.7 3,444.0

230.9%

△57.5%

×※１ (kg-CO2) 10,376.1 10,168.6 11,580.7

対基準 -

電力使用量削減 (kWh) 17,737.0 17,382.3 19,796.0

87.8%

△2.0% 11.6%

147.2% ○
排出量削減 対基準 - △2.0% △33.4%

基準値 目標 実績 達成度 評価

二酸化炭素 (kg-CO2) 29,398.0 28,810.0 19,571.0

年　度 2019年
8月～翌7月

合計

2022年度実績

（2022年8月～翌7月）合計

項　目



福山　支店/回転機整備センター

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ.

※１ 電力の二酸化炭素の排出量への算出には、 の2019年実績値の調整後排出係数

ｋｇ-CO2/kWｈを使用。

※2 評価欄にて、「○：達成（100％以上）、△：やや未達成（90％～100％）、×：未達成（89％未満）」

※3 回転機整備センターでは洗浄用として灯油を使用するが暖房による消費はありません。
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中国電力（株）

0.585

〇
施工の推進 対基準 - - -

環境に配慮した (件) 実績不明 全案件 全案件
定量化できず

〇
対基準 - △1.5% △13.0%

水使用量削減 (㎥) 316.0 311.3 275.0
113.2%

一般廃棄物 (kg) 305.8 299.7 256.9
116.7% ○

排出量削減

83.6% ×
排出量削減 対基準 - △2.0% 17.2%

対基準 - △2.0% △16.0%

産業廃棄物 (kg) 1,800.0 1,764.0 2,110.0

△2.0% -

廃棄物排出量 基準値 目標 実績

洗浄用以外に
使用しない

-(kg-CO2) 1,354.6 1,327.5 0.0

対基準 -

達成度 評価

△2.0% 29.7%

灯油使用量削減 (L) 544.0 533.1 0.0

75.6% ×(kg-CO2) 5,394.8 5,286.9 6,994.4

対基準 -

軽油使用量削減 (L) 2,091.0 2,049.2 2,711.0

×(kg-CO2) 2,888.4 2,830.6 5,934.6

対基準 -

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 (L) 1,245.0 1,220.1 2,558.0

△2.0% 105.5%

47.7%

電力使用量削減 (kWh) 77,025.0 75,484.5 71,233.0

〇※１ (kg-CO2) 45,059.6 44,158.4 41,671.3

対基準 - △2.0% △7.5%

106.0%

二酸化炭素 (kg-CO2) 54,697.4 53,603.4 54,600.0
98.2% △

排出量削減 対基準 - △2.0% △0.2%

年　度 2019年
8月～翌7月

合計

2022年度実績

（2022年8月～翌7月）合計

項　目 基準値 目標 実績 達成度 評価



東京　支店

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ.

※１ 電力の二酸化炭素の排出量への算出には、 の2019年実績値の調整後排出係数

ｋｇ-CO2/kWｈを使用。

※2 評価欄にて、「○：達成（100％以上）、△：やや未達成（90％～100％）、×：未達成（89％未満）」

※3 東京支店では、ガソリン、軽油、灯油（暖房用）、LPGの使用はありません。
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東京電力（株）

0.441

〇
施工の推進 対基準 - - -

環境に配慮した (件) 実績不明 全案件 全案件
定量化できず

〇
対基準 - △2.0% △5.3%

水使用量削減 (㎥) 94.0 92.1 89.0
103.5%

141.1% 〇
排出量削減 対基準 - △2.0% △30.6%

- △2.0% △15.8%

産業廃棄物 (㎏) 36.0 35.3 25.0

評価

一般廃棄物 (kg) 470.4 461.0 395.9
116.4% ○

排出量削減 対基準

廃棄物排出量 基準値 目標 実績 達成度

(kg-CO2)

対基準

灯油使用量削減 (L)

(kg-CO2)

対基準

軽油使用量削減 (L)

(kg-CO2)

対基準

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 (L)

〇※１ (kg-CO2) 8,245.4 8,080.5 7,227.5

対基準 -

電力使用量削減 (kWh) 18,697.0 18,323.1 16,389.0

111.8%

△2.0% △12.3%

111.8% 〇
排出量削減 対基準 - △2.0% △12.3%

基準値 目標 実績 達成度 評価

二酸化炭素 (kg-CO2) 8,245.0 8,080.1 7,228.0

年　度 2019年
8月～翌7月

合計

2022年度実績

（2022年8月～翌7月）合計

項　目



関西　支店（姫路事務所）

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ.

※１ 電力の二酸化炭素の排出量への算出には、 の2019年実績値の調整後排出係数

ｋｇ-CO2/kWｈを使用。

※2

※3 関西支店（姫路事務所）では、灯油の使用はありません。

尚、関西支店では、電力量、水使用量は本社に含んでいる。
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関西電力（株）

0.318

評価欄にて、「○：達成（100％以上）、△：やや未達成（90％～100％）、×：未達成（89％未満）」

〇
施工の推進 対基準 - - -

環境に配慮した (件) 実績不明 全案件 全案件
定量化できず

対基準

水使用量削減 (㎥)

一般廃棄物 (kg) 133.0 130.3 58.9
221.2% 〇

排出量削減

排出量削減 対基準

対基準 - △2.0% △55.7%

産業廃棄物 (％)

廃棄物排出量 基準値 目標 実績

(kg-CO2)

対基準

達成度 評価

△2.0% 1,287.7%

灯油使用量削減 (L)

7.1% ×(kg-CO2) 109.4 107.2 1,518.1

対基準

×(kg-CO2) 923.8 905.3 3,145.9

対基準 -

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 (L) 398.2 390.2 1,356.0

4,664.0
19.4%

0.0

- -

△2.0% 240.5%

軽油使用量削減 (L) 42.4 41.6 588.4

28.8%

×

※1
本社と共有

（建設現場）

(kg-CO2) 0.0 0.0 0.0

対基準 -

排出量削減 対基準 - △2.0% 404.8%

電力使用量削減 (kWh) 0.0

--

二酸化炭素 (kg-CO2) 924.0 905.5

年　度 2019年
8月～翌7月

合計

2022年度実績

（2022年8月～翌7月）合計

項　目 基準値 目標 実績 達成度 評価

※本社と同一ビルの為、本社に含める※本社と同一ビルの為、本社に含める



関西　支店/大阪事務所

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ.

※１ 電力の二酸化炭素の排出量への算出には、 の2019年実績値の調整後排出係数

ｋｇ-CO2/KWｈを使用。

※2 評価欄にて、「○：達成（100％以上）、△：やや未達成（90％～100％）、×：未達成（89％未満）」

※3 関西　支店/大阪事務所では、灯油の使用はありません。（今期はガソリンの使用が多かった。）

※3 ガソリンの使用量が増えたのは、建設工事が増加したことに起因する。
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関西電力（株）

0.318

〇
施工の推進 対基準 - - -

環境に配慮した (件) 実績不明 全案件 全案件
定量化できず

〇
対基準 - △2.0% △22.8%

水使用量削減 (㎥) 103.0 100.9 79.5
127.0%

4006.3% 〇
排出量削減 対基準 - △2.0% △97.6%

- △2.0% △5.6%

産業廃棄物 (kg) 6,500.0 6,370.0 159.0

評価

一般廃棄物 (kg) 100.8 98.8 95.2
103.8% 〇

排出量削減 対基準

廃棄物排出量 基準値 目標 実績 達成度

(kg-CO2)

対基準

灯油使用量削減 (L)

×(kg-CO2) 4,122.8 4,040.4 5,325.1

対基準 - △2.0%

軽油使用量削減 (L) 1,598.0 1,566.0 2,064.0

75.9%

29.2%

×(kg-CO2) 2,173.8 2,130.4 13,936.2

対基準 - △2.0%

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 (L) 937.0 918.3 6,007.0

15.3%

541.1%

×※１ (kg-CO2) 6,878.7 6,741.1 7,998.7

対基準 -

電力使用量削減 (kWh) 21,631.0 21,198.4 25,153.0

84.3%

△2.0% 16.3%

×
排出量削減 対基準 - △2.0% 106.9%

二酸化炭素 (kg-CO2) 13,176.0 12,912.5 27,260.0
47.4%

項　目 基準値 目標 実績 達成度 評価

年　度 2019年
8月～翌7月

合計

2022年度実績

2022年8月～翌7月合計



神戸　支店

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ.

※１ 電力の二酸化炭素の排出量への算出には、 の2019年実績値の調整後排出係数

ｋｇ-CO2/KWｈを使用。

※2 評価欄にて、「○：達成（100％以上）、△：やや未達成（90％～100％）、×：未達成（89％未満）」

※3 神戸　支店では、ｶﾞｿﾘﾝ、軽油、灯油（暖房用）の使用はありません。
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関西電力（株）

0.318

〇
施工の推進 対基準 - - -

環境に配慮した (件) 実績不明 全案件 全案件
定量化できず

〇
対基準 - △2.0% △33.3%

水使用量削減 (㎥) 117.0 114.7 78.0
147.0%

一般廃棄物 (kg) 359.3 352.1 370.9
94.9% △

排出量削減

排出量削減 対基準

対基準 - △2.0% 3.2%

産業廃棄物 (㎏)

廃棄物排出量 基準値 目標 実績

(kg-CO2)

対基準

達成度 評価

灯油使用量削減 (L)

(kg-CO2)

対基準

軽油使用量削減 (L)

(kg-CO2)

対基準

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 (L)

電力使用量削減 (kWh) 34,785.0 34,089.3 30,678.0

〇※１ (kg-CO2) 11,061.6 10,840.4 9,755.6

対基準 - △2.0% △11.8%

111.1%

二酸化炭素 (kg-CO2) 11,062.0 10,840.8 9,756.0
111.1% 〇

排出量削減 対基準 - △2.0% △11.8%

年　度 2019年
8月～翌7月

合計

2022年度実績

（2022年8月～翌7月）合計

項　目 基準値 目標 実績 達成度 評価



エンジニアリング事業部 （大分事業所）

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ.

※１ 電力の二酸化炭素の排出量への算出には、 の2019年実績値の調整後排出係数

ｋｇ-CO2/KWｈを使用。

※2 評価欄にて、「○：達成（100％以上）、△：やや未達成（90％～100％）、×：未達成（89％未満）」

※3 エンジニアリング事業部（大分）では、軽油、灯油（暖房用）の使用はありません。

尚、産業廃棄物は、蛍光灯等の6.0kgだけでした。
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九州電力（株）

0.371

〇
施工の推進 対基準 - - -

環境に配慮した (件) 実績不明 全案件 全案件
定量化できず

△
対基準 - △2.0% 7.5%

水使用量削減 (㎥) 40.0 39.2 43.0
91.2%

時々少量出るが
適正処理
している

-
排出量削減 対基準 - △2.0% -

- △2.0% △52.6%

産業廃棄物 (kg) 0.0 0.0 6.0

評価

一般廃棄物 (kg) 209.9 205.7 99.4
206.9% 〇

排出量削減 対基準

廃棄物排出量 基準値 目標 実績 達成度

(kg-CO2)

対基準

灯油使用量削減 (L)

(kg-CO2)

対基準

軽油使用量削減 (L)

〇(kg-CO2) 2,364.1 2,316.8 2,097.0

対基準 - △2.0%

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 (L) 1,019.0 998.6 903.9

110.5%

△11.3%

×※１ (kg-CO2) 6,013.9 5,893.6 7,872.2

対基準 -

電力使用量削減 (kWh) 16,210.0 15,885.8 21,219.0

74.9%

△2.0% 30.9%

82.4% ×
排出量削減 対基準 - △2.0% 19.0%

基準値 目標 実績 達成度 評価

二酸化炭素 (kg-CO2) 8,378.0 8,210.4 9,969.0

年　度 2019年
8月～翌7月

合計

2022年度実績

（2022年8月～翌7月）合計

項　目



エンジニアリング事業部/長田事務所

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ.

※１ 電力の二酸化炭素の排出量への算出には、 の2019年実績値の調整後排出係数

ｋｇ-CO2/KWｈを使用。

※2 評価欄にて、「○：達成（100％以上）、△：やや未達成（90％～100％）、×：未達成（89％未満）」

※3 エンジニアリング事業部/長田事務所では、ｶﾞｿﾘﾝ、軽油、灯油（暖房用）の使用はありません。

尚、水使用量については、フロアが共用の為、共益費に含めてあり個別では算出できない。

※4 2020年度を基準年とした。（事業所設立2020年にて）
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中部電力ミライズ

0.426

〇
施工の推進 対基準 - - -

環境に配慮した (件) 実績不明 全案件 全案件
定量化できず

対基準

水使用量削減 (㎥)

一般廃棄物 (kg) 190.8 187.0 47.1
397.0% ○

排出量削減

排出量削減 対基準

対基準 - △2.0% △75.3%

産業廃棄物 (kg)

廃棄物排出量 基準値 目標 実績

(kg-CO2)

対基準

達成度 評価

灯油使用量削減 (L)

(kg-CO2)

対基準

軽油使用量削減 (L)

(kg-CO2)

対基準

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 (L)

電力使用量削減 (kWh) 6,155.0 6,031.9 5,421.0

〇※１ (kg-CO2) 2,622.0 2,569.6 2,309.3

対基準 - △2.0% △11.9%

111.3%

二酸化炭素 (kg-CO2) 2,622.0 2,569.6 2,309.0
111.3% 〇

排出量削減 対基準 - △2.0% △11.9%

年　度 2020年
8月～翌7月

合計

2022年度実績

（2022年8月～翌7月）合計

項　目 基準値 目標 実績 達成度 評価

※水回りスペースはフロアが共用の為、算出できず （共益費に含まれている）※水回りスペースはフロアが共用の為、算出できない。



各支店取組結果の総評（1）
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福山　支店
／回転機整備センター

　二酸化炭素排出量削減についての目標達成度は98.2％となりわずかに目標を達成出来
なかった。＜しかしながら昨年比では91.9％→98.2％と着実に向上している。＞
　電力使用量について目標達成度106.0％と節電に成功しているが、ガソリン使用量の目
標達成度が47.7％にとどまったことや軽油使用量の増加（目標達成度75.6％）が未達の主
な原因として考えられる。基準年を設定した当時との差異（業務を取り巻く環境…工事内
容、社有車の増減等の変化）を考慮に入れて基準年の再設定を視野に入れたい。
　一般廃棄物は徐々に減少して目標達成度116.7％と大変良好な結果が得られた。
今後も継続していきたい。産業廃棄物排出量の達成度は58.9％→83.6％（昨年比）と大き
く向上をみたが作業内容も大きく関係しているので今後の推移を慎重にみていきたい。
水使用量は皆が節水に協力し年間目標達成度113.2％と良好な結果が得られた。

光支店

  二酸化炭素排出量削減の目標達成度は91.1％となり目標を達成出来なかったが85.1％
→91.1％（昨年比）と若干の改善がみられた。電力使用量の目標達成度は90.8％→
86.6％と下降したが、ガソリン使用量の目標達成度は109.0%と向上した。軽油使用量は基
準年の約8.8倍と増えたが工事内容によりエンジン発電機を多用したことが原因として考え
られる。これについてはやむなしと考える。今期からLPG使用量も目標を設定し、推移をみ
ていくことにしている。（今年は昨年比で達成度160.4％と良好。）
  一般廃棄物排出量は減少し106.2％の目標達成率となっている。

光支店/徳山事務所

　二酸化炭素排出量削減についての目標達成度は99.6％となりわずかに目標を達成出来
なかったが良好に推移した。（昨年比で95.5％→99.6％とほぼ成功と考える。）
　電力使用量の目標達成度は98.2％→93.7％と若干下降したが、ガソリン使用量
（101.4％）・軽油使用量（131.2％）・LPG使用量（118.0％）＜いずれも目標達成度＞と
大変優秀な結果を得ている。一般廃棄物はPDFの活用を推進し目標達成度108.6％→
125.0％（昨年比）と年間通して良好な結果が得られた。産業廃棄物については52.3％の
目標達成率となったが、今後も継続して推移を注視していきたい。
水使用量の目標達成度は86.9％→92.8％（昨年比）と若干の改善をみた。来期も節水意
識をもって臨んでいきたい。

福山支店

　二酸化炭素排出量削減について目標達成度は147.2％となり大幅に目標を達成すること
ができた。　電力使用量の目標達成度は81.0％→87.8％（昨年比）と向上した。ガソリン使
用量が57.5％減（基準年比）と大変顕著であった。また軽油・灯油も今期も使用がなかった
ためトータルで二酸化炭素排出量の削減に成功した。
　しかしながら、一般廃棄物の削減においては基準値が妥当でないのか目標達成度は
24.6％と大きく低迷した。より現況に沿うように基準値を現状に合致したものへの差し替え
を考える時期に来ていることが考えられる。
　産業廃棄物は頻度少なく不定期に出るのだが、その都度、適宜処理しているので数値よ
りも産業廃棄物の適正処理に臨む姿勢を良好に評価したい。水使用量は目標達成度
119.9％と節水に成功している。

本　社・支　店・事業部 取組結果の総評

本　社

　二酸化炭素排出量削減についての目標達成度は89.1％となり目標を達成出来なかった
が昨年比で11.7％向上した。達成できなかった主原因は電力使用量であるが、71.0％→
75.9％と目標達成度はわずかだが昨年より向上した。これは基準年以降の社員数増加に
比例して増加したと考えられるが、社員1人当たりの使用量は例年同様に推移した。
　ガソリン車2台であった社用車1台を軽油車に乗り換えたことによりガソリン使用量は昨年
同様減少した。軽油使用量は増加したが（達成率79.7％）、軽油・ガソリンを化石燃料使用
量として全体でみれば削減に成功していることがわかる。リモート会議が増え社用車での
移動機会が減ったことも削減要因の一つと考えられる。
　一般廃棄物については達成度129.5％と大幅に目標を達成出来た。節水に努め、水使
用量は目標達成度112.8％となり削減に成功している。
　来期については、基準値が現況に合ってない所もあるので見直しを視野に入れたい。

八幡支店

　二酸化炭素排出量削減についての目標達成度は77.8％となり目標を達成出来なかっ
た。昨年比でも87.6％→77.8％と下降した。　電力消費量は目標達成度87.8％、ガソリンの
使用量についてはコロナの感染防止対策で公共交通機関での移動が減り社用車の使用
機会が増えたため、目標達成度が70.5％となった事が主な原因として考えられる。
　一般廃棄物は事務所の移転後、引っ越しゴミの廃棄物が減り目標達成度109.1％と削減
に成功している。水使用量は基準年データが旧所在地のものであり、現在の所在地と事
情が異なるので推移を注視していきたい。



各支店取組結果の総評（2）
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エンジニアリング事業部
／長田事務所

  二酸化炭素排出量削減についての目標達成度は111.3％となり目標を達成することが出
来た。  電力使用量についても目標を達成しこちらも達成度は111.3％となった。
長期の出張で事務所を留守にし稼働させなかった事も達成の一因と考える。
　一般廃棄物排出量の削減については、個々が削減意識をもち、基準年より1/4の量まで
排出量を削減した。
　水使用量は共益費に含まれているため、定量的には算出できないが全員で節水に努め
ている。

神戸　支店

　二酸化炭素排出量削減についての目標達成度は111.1％となり大幅に目標を達成
することができた。
　電力使用量ではほぼ通年において着実に月次目標を達成し良好な推移をみせた。
8月/1月は使用量が多く目標未達となったが不要照明消灯、空調機の待機電力削減と運
転時の台数制限の実施を行い精力的に節電に努めた。暑さ寒さの厳しい時期なので
体調に配慮しながら節電活動を進めてほしい。
　一般廃棄物はほぼ例年並みに推移した。目標達成度は94.9％。
水使用量は皆が節水に協力し劇的に減少し基準年の約66.6％まで使用量を抑えた。

エンジニアリング事業部

　二酸化炭素排出量削減についての目標達成度は92.7％→82.4％となり（昨年比）目標を
達成出来なかった。
　電力使用量は目標を達成できず、目標達成度は74.9％となった。基準年度からの社員数
の増加に比例して増えたことに起因すると考える。
　ガソリン使用量は削減に成功することができた。（目標達成率110.5％）
　一般廃棄物の排出量は基準年の半分以下まで削減に成功した。水使用量は目標達成
度91.2％とほぼ例年並みに推移した。

関西　支店
／大阪事務所

二酸化炭素の排出量削減の目標達成度は47.4％となり目標を達成出来なかった。
基準値設定時と現在では状況が異なるため参考値として2021年度実績を用いてみると社
有車の使用状況が二酸化炭素排出量増減の大きな要素となっていることが推察される。
　関西支店の事業活動は他のサイトと異なり遠方であったり山中であったりと様々であること
から、受注案件により社有車の使用状況が変動することも踏まえて今後も推移を注視して
いきたい。一般廃棄物の排出量の目標達成度は103.8％、水使用量の削減の目標達成度
は127.0％と大変良好な結果を得ている。今後も継続していきたい。

本　社・支　店・事業部 取組結果の総評

東京　支店

　二酸化炭素排出量削減についての目標達成度は105.4％→111.8％（昨年比）となり本年
度も順調に目標達成に成功した。節電に努めたことが主な要因である。今後も継続してい
きたい。　一般廃棄物に関しても良好な推移をみせ、年間目標達成度116.4％と昨年よりも
さらに良好な結果を得ることができた。
　また水使用量も目標達成度103.5％を達成し全てにおいて良好な取り組みができた。
来期からは改組され施工部隊が増える事となるためより広い範囲を注視していきたい。

関西　支店
  関西支店姫路事務所は来年新社屋に移転予定である。新拠点で新しい基準のもと推移
を注視していきたい。（基準設定時とは大きく状況が異なり基準値が妥当でなくなってくるた
め。）一般廃棄物の達成度は大変良好であった。（目標達成度221.2％）



9.  環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画（全社）

　○100％以上　△90.0％以上100％未満　×90％未満

二酸化炭素排出量の削減

（下記の通り）

電力使用量の削減

・クールビズ、ウォームビズの実施。（対象期間 ： 2022年 8月 ～ 2023年 7月） 冷暖房に必要なエネルギー使用量を削減する。

・サーキュレータを設置し空気の循環をする。 頻繁に使用する部屋に設置した。

自動車のガソリン使用量の削減

・アイドリングストップを心がける。 もっと意識をしエコドライブを実行する。

・急発進、急停止は極力行わない。 普段より安全運転に注意しているのでまずまずできた。

・タイヤの空気圧を適正に保つ。

軽油使用量の削減

・アイドリングストップを心がける。 もっと意識をしエコドライブを実行する。

・急発進、急停止は極力行わない。 普段より安全運転に注意しているのでまずまずできた。

・タイヤの空気圧を適正に保つ。

LPG使用量の削減

・必要時に着火し作業終了後速やかに消火する。 ※工事内容によって使用量が増減するが、

使用時はムダなき様留意する。

廃棄物の削減

・可燃廃棄物（紙くず、紙コップ、茶殻 等）の分別回収をする。 分別は全社で浸透している。

・不燃廃棄物（カン、ビン 等）の分別回収をする。 正確な排出量を把握する工夫をする。

・新聞紙、雑誌、発砲スチロール、金属類は、指定場所に回収する。 今後も実態調査を継続しながら、削減に努める。

・節水に務める。こまめに蛇口を閉め、効率的に水を使用する。 節水の呼びかけにより達成できたが、より徹底をはかる。

・環境配慮施工の推進 可能な限り環境に配慮した施工を実施した。

・分別によるリサイクル推進 次年度も、左記取組を継続する。

・仮設資材の再利用の推進 次年度も、左記取組を継続する。
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○

○

・清掃時、手洗い時の節水 ○
より多くの工夫ができるようにする。
次年度も、左記取組を継続する。

環境に配慮した施工の推進 ○ （目標達成）

○

・工事分野別の技術・ノウハウの収集 ○
各種工事分野の環境配慮工法について調査を開始。
引き続き継続する。

○

○/-

○/-

○/-

　　　　　　※一般廃棄物の排出量の削減は全社で積極的に取り組んだ。産業廃棄物の排出量については工事内容により増減する。

水使用量の削減 ○ （目標達成度）113.5％

○ （目標達成度）120.4％

○

○/× （目標達成度） 一廃110.8％・産廃86.3％

△

△ もっと無駄を省く計画性が必要と思われる。

・経済速度で運転する。 △ もっと無駄を省く計画性が必要と思われる。

・経済速度で運転する。 △ もっと無駄を省く計画性が必要と思われる。

× （目標達成度）73.4％

△

△ （目標達成度）90.9％

△

○

△ もっと無駄を省く計画性が必要と思われる。

△

・不要の照明は消灯に努める。 △ 不在での消し忘れなど、不要照明の消灯を徹底する。

・OA機器は使用しないとき、待機・省電力モードにする。 △ 昼休みなど長時間不使用時には対応できた。

△

取組計画 達成状況 評価結果と次年度の環境経営計画

△ （目標達成度）94.0％

（下記の通り）

△ （目標達成度）95.7％

・冷暖房機器は適切な温度で使用する。 △ 夏季：冷房28℃　冬季：暖房20℃を設定



10.  環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

当社に適用となる主な環境関連法規

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを確認しました。

なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去3年間ありませんでした。

備考 ： 関係当局よりの違反等、指摘はありませんでした。
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フロン排出抑制法
・フロン類使用機器の定期点検（簡易点検１回/３ヶ月）と記
録、漏洩防止、廃棄時の適切な処理（マニュフェスト）

遵守

消防法

・（防火対象物）
　防火管理者の届出、消防計画の作成避難訓練の実施、
　消火設備・火災警報設備の点検整備、避難設備の維持

遵守

自動車Nox・PM法
・使用車両の窒素酸化物排出基準、粒子状物質は排出基
準に適合車の使用

遵守

PCB処理法
・自らの責任において確実かつ適正に処理
・毎年度、保管及び処分の状況に関し知事に届出

対象の工事なし

　 廃棄物処理法

・保管基準の遵守（掲示板の設置６０㎝×６０㎝以上）、
  収集運搬・処分業者との適正な契約、
  マニフェストの交付・保存・確認
  交付状況等報告書の提出（毎年６/３０までに提出）

遵守

建設リサイクル法
分別解体の励行と再資源化
発注者への報告
下請業者に対する元請業者の指導

遵守

高圧ガス保安法
・高圧ガスの消費は消費の場所、数量その他消費の方法
について技術上の基準に従う

遵守

振動規制法
・特定施設の届出
・規制基準の遵守

遵守

大気汚染防止法
（解体工事に伴う）

建築物や特定の工作物の解体・改修工事は石綿使用の有無の事前調査、調査結果
の報告発注者への説明と現場掲示、下請負人への説明、記録の保存（3年間）事前
調査は知見者による（R5年10月より）特定粉じん排出等作業の実施届出
作業基準の遵守
・特定粉じん排出等作業の記録の作成、発注者への報告、報告書面の保存（3年間）

対象の工事なし

法規制等の名称 遵守事項 遵守状況

騒音規制法
・特定施設の届出
・規制基準の遵守

遵守



11.  代表者による全体評価と見直し・指示

◎見直し結果

・ 環境経営方針 ：　 ■ 変更の必要性無 □ 変更の必要性有

・ 環境経営目標・経営計画 ： ■ 変更の必要性無 □ 変更の必要性有

・ 実施体制 ： ■ 変更の必要性無 □ 変更の必要性有

 　私たち大洋興業は様々なエリアで事業活動を展開していることから、地域の人々の生活環境や

安全・安心の確保こそが良好に地域と共生していくこととなることを認識し、事業活動に伴う環境への

影響を低減するよう対策を講じて地域との共生を目指しております。

　また私たちは巨大工場や設備（プラント）に命〔電気〕を吹き込む電気のプロ集団であるという持ち味

を生かして環境に配慮した施工の推進をはじめ環境保全活動を行っております。

 　さてこの一年を振り返ってみると、本年も春までは新型コロナウイルスに悩まされた感があります。

ウクライナ侵攻、半導体をはじめとした資機材の不足、超円安、物価の高騰など大変厳しい年となり

ました。

エコアクション21も導入当初はどのような経過を辿るのかと思いましたが、最近では少しずつでは

ありますが社員の意識改革が進んでいると感じております。社員全体への浸透にはまだまだ時間が

かかりますが、”少しずつ　できることからまず実行”　をスローガンにいずれ近いうちに全社員の

行動変革につながるものであると期待しております。

非常に高く評価出来ると思います。

個々が意識改革をして目標を持ち少しずつ環境保全活動を重ねていけば、一年一年成熟したもの

になっていくと信じております。

　　今後はさらに活動を深化させ環境経営の範となる企業を目指して参ります。
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代表取締役　原田　公弘

全体評価としては全12サイトでそれぞれが目標に向けて実行し達成に向けて努めてきたところは

見直し実施日 ： 2023年11月1日

大洋興業株式会社


